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　2016年4月、本センターに「教育アセスメント室」が設置されました。溝上慎一（教授、室長）と山田剛史（准教授）のスタッフ体制で室

の業務に取り組みます。

教育アセスメント室の主な業務は、

・全学や部局の教学IR（Institutial Research）、教育に関する評価、エビデンスの収集等に関して支援・連携を行うこと

・そこから得られる知見や成果を、高等教育研究開発推進センターの全学・部局の教育学修支援に繋げること

　にあります。

　これは昨今、学修成果（learning outcomes）や内部質保障の要請にともなって、データやエビデンスを用いての教育や学修の成果を

示すことが、全学･部局で求められる流れを受けてのものです。

「京大生プロファイル」の構想

高校－大学－社会を接続する教育の質保証・質向上アセスメントシステムの開発
高等教育研究開発推進センター教育アセスメント室

高校時代

・高校の学習・経験把
握
－授業への取り組み
方、課外活動、友人
関係、進学意欲、将
来設計
－ELCAS、オープン
キャンパス、特色入
試など
・高校時代の学習・経
験と在学時のマッチ
ング度を把握するな
ど、教育・入試改革・
改善に活かす

研究者・職業生活

・卒業生の追跡調査
－雇用状況、大学満
足度・愛着度、授業・
カリキュラムについ
て、大学で身につい
た力、幸福度、市民
性など
・ステークホルダー
（雇用主等）のニーズ
把握
・社会から見た京大
の意義や課題を把握
し、教育改革・改善に
活かす

事業の波及効果

1.プロファイルシ
ステムによって学
生自身の学習成
果を可視化し、自
律的な学習を加
速（→学生）

2 .アセスメント
ツールや集積した
データを利活用
することで、効果
的な教育改革・改
善機能を強化（→
教員）

3.国際通用性の
ある内部質保証
システムを構築
（→大学・社会）

京大ならではの
特色

1.教学IRと改革・改
善機能（IE）の連動

2.大学院におけるIR
（学部・大学院の接
続）

3.研究大学としての
独自指標開発

入
学

進
学
／
就
職

大学 大学院

教学データの統合・可視化システム開発
入試区分・成績/GPA/基礎科目の成績/科目の履修・修
得状況/進学・就職状況など基本的な教学データを統合
し、分析・可視化して、利活用できるシステムを開発

「京大生プロファイル」システム開発
教学データや京大独自の指標に加え、学生調査の結果
や自己評価、正課内外活動のエビデンスを入力・蓄積
し、就職の際にも利活用できるシステムを開発

京大独自の指標開発
共通指標（自学自習/キャリア意識/グローバル意識/他
者との協働/研究プロジェクトや職場で取り得るリー
ダーシップなど）や部局固有の指標を調査・開発

マッチング度の測定
とフィードバック

マッチング度の測定
とフィードバック

研究・仕事の活躍ぶりを
測定・フィードバック

部局固有・教員個人のニーズ
に対して、教学データの収
集・分析に基づき、研修やコ
ンサルティングなどと連動さ
せて支援を行う

教育改革・改善支援 自学自習/成長支援

WINDOW構想（特に、重点戦略1-1.学生主体/質的転換/学部-大学院・大学-社会の接続、1-2.グ
ローバル人材、1-3.自学自習/課外活動の環境、3-2.フィールドワーク、4-3.IR/EM、5-2.高大接続・
連携）を踏まえ、教学データの収集・分析に基づき、効果検証や教育・入試・学習改革の支援を行う

教育・入試・学習
改革支援

部局
教員

全学

プロファイル上で可視化さ
れた自身の学習履歴を元に、
振り返りを促し、研修なども
組み合わせ、自学自習の支
援を行う

学生

学習・成長の可視化（イメージ） 学生研修（イメージ）
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2016年度は、大きく2つの業務に従事しました。

（1）教育・情報・評価担当理事主催「自己点検・評価に係る研修会」への協力

　詳しくは、「Ⅱ.教育制度改革支援」の「3.ポリシーに基づく評価の支援」のページをご覧ください。

 　 

（2）「京大生プロファイル」のシステム構築

　教学運営を支える教学IR（Institutial Research）推進の一環として、学生の学習実態や、全学・部局の教育ポリシーに関する学

修成果（教務データや調査データ等）を多面的・縦断的に把握し、教育・入試改革の検証や改善に資するため「京大生プロファイ

ル（データベース）」を構築しています。本学の既設サーバー上で運用するシステムである京大生プロファイルには、全学の教学IRの

データベース、データウェアの機能を持たせつつ、学生自身の学びの足跡を可視化するeポートフォリオとしての機能をも持たせる

ものです。2017年夏頃の完成を目指して作業を進めています。

（溝上 慎一・山田 剛史）

研修会の様子




